
－  －67

名古屋大学加速器質量分析計業績報告書， XXVI ,20l5.03 

北海道厚真川流域のポーリングによる 60皿長コア (AZK-101 孔)とトーマス型サンプラー
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Abstract 

Five drilling c'Ores 仏ZK-101， AZK-2, 
AZK-3, AZK-4 and AZK-5) in the area 
Hamaatsuma t'O Kamiatsuma and f'Our 

hand-operated drilling peat c'Ores in the area 

τbmisat'O to Por'Onai al'Ong Azuma River, 

southern Hokkaid'O, were investigated based 

'On lith'Ol'Ogic 'Observati'On , p'Ollen analysis, 

diat'Om analysis, tephrochr'On'Ol'Ogy and AMS 

14C dating. C'Onsequently the auth'Ors 

revealed the existen四'Ofburied valley, and 
explained the vegetati'On and salinity change 

'Of the Upper Pleist'Ocene to the H'Ol'Ocene 

deposits in the Azuma River area. 

Keywords: 沖積層，珪藻分析，埋没谷，泥炭.

図 1 ボーリング位置を示す厚真川下流域の地図

Fig.l L'Ocality map 'Of the d'Ownstream area 

'Of Azuma River, which sh'Ows drilling site. 

- 厚真川苅川政修調査本一'j:'<') 孔

コ7鰻寮窃突経了孔(総合柱状図作成)
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1.はじめに

厚真川は北海道石狩低地帯の南東部にあり，太平洋に注ぐ延長 40km あまりの河川|で，幅 2~3km

前後の細長い沖積低地を中~下流域にともなう.低地下には最大層厚 60m に達する沖積層が存在

し，多くのボーリングコア・資料が存在することから， 2013 年春以来，厚真町と北海道室蘭総合

振興局室蘭建設管理部の協力を得て調査研究を進めてきた(岡ほか， 2014). 2013 年度は 2 手L

(AZK-l ・ S60K-l) を対象としたが， 2014 年度は厚真川下流域で 60m 長孔 (AZK叩1)コアな

どの地質解析を進め，総合柱状図を完成させると共に珪藻分析などを進め，柱状対比断面図を完成

し，埋没谷の存在を明らかにした.さらに， 7可口より 22km 上流の宮里においてボーリング資料中

に厚さ 10m 以上の泥炭層があることを見出し 6 月・ 9月の 2 固にわたり， 13m 長の泥炭コア

(ATP-l~3) を採取した.コアは AMS14C 年代測定から 8，300 年前~現在に該当することが判明

し，花粉分析により，所々ミズゴケが急増する部分があることが判明した.
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2. 厚真川下流域でのボーリングコア解析と珪藻分析

図 2 に示すようにボーリング長 57.44m の AZK- 101 孔コアについて，地質観察を行い，深度

8.75m 以下について 5Ocm~lm 間隔で採取した 82 試料(シルト~砂)について珪藻分析を実施し

た.その分析結果の詳細については紙面の制約上省略するが，海・汽水生種(海水生種+海~汽水生

種+汽水生種)が主体となるか，かなりの割合で混入する AZK-101.1区分(深度 8.75~49.42m の試料

番号 1~68 :海水域を示す)と，淡水生種を主体とする AZK-101.2 区分(深度 49.90~56.93m の試料

番号 69~82: 大部分が淡水域を示す)に区分できた. AZK-I01.1区分は上位より， 1-1 区分(深度 8.75m

の試料番号 1) :塩水湿地(淡水の流入多い)， 1-2 区分 (8.95m~12.95m の番号 2~6) :海水域(外洋

水の影響)， 1-3 区分 (8.95m~12.95m の番号 7~15) :海水域(沿岸水の影響札 1-4 区分 (22.90m~

41.42m の番号 16~52) :海水域(時折淡水の流入l ， 1-5区分 (41.90m~44.42 の番号 53~58) :塩水

湿地(淡水の流ス大)， 1-6区分 (44.9伽n~49.42m の番号 59~68) :海水域(沿岸域)が識別できた.

花粉分析については，詳細は本業績集の厚真川|流域の沖積層研究その 2 (星野ほか， 2015) で述べら

れる.最下部(深度 50m~53.5m 聞の 4試料)を除き，無化石状態で分析は成立しなかった.その最下

部は珪藻化石の AZK-101.2 区分にほぼ該当しており，上の 2試料の冷涼と下の寒冷(グイマツともな

う)の花粉帯が識別できた. 14C 年代については図 2右端に示すように 5層準の 5試料が測定された

(本業績集の厚真川流域の沖積層研究その 3; 近藤ほか， 2015). これらもあてはめて総合的にまとめ

た結果， AZK-101 孔は全体が 12，500 年頃以降で，いわゆる沖積層のほぽ全体を含むものであることが
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図 3 厚真川下流沿いの柱状対比断面図
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明らかになった.

AZK-101 孔および昨年度報告の AZK-1 ・ S60K-1 孔の他に， AZK-2~5 の 4 孔についても，コア

の地質観察を終え珪藻解析などを行って総合柱状図を作成済である.今回は，これら一連の調査・

研究済のボーリング孔を結び，その他のボーリング柱状図も加えて浜厚真(苫小牧東港)~上厚真

市街までの約 6km 間(図1)について，柱状対比断面図を作成した(図 3) .その結果，断面左の

AZK-1 孔から AZK-I0l 孔向かって沖積層基底が標高-20m から -50m 以下に，同右の AZK-5 孔

から S60K-l 孔付近に向けて-5m から -40m 以下にそれぞれ急激に深くなり，これらは位置関係

から考えて，厚真川の中軸部へ向かって埋没谷が存在することを明らかにしている. AZK-l 孔から

AZK-5 孔の聞は沖積低地では縁辺に位置するが(図1)，沖積層基底は標高 5m 付近から 20m 

付近に位置し浅く存在している.この区間では沖積層はほぼ 8，000年前以降の沖積層上半部が存在

しており，その下位には顕著な不整合関係で最終氷期前半の本郷層および最終間氷期の厚真層が存

在するのが確認できた.泥質岩主体の厚真層と砂磯主体の本郷層とは一部指交関係にあるのが読み

取れる.さらに，厚真層泥質岩は鍵層的な地層として柱状対比断面図全体でとらえることができ，

明らかに携み，活糟曲を示すことが明らかである.

珪藻分析は AZK-I0l 孔と 2013 年度報告(岡ほか， 2014) の AZK-1 ・ S60K-l 両孔以外にも，

AZK-3~5 孔についても行っているが，その詳細は示していない.図 4 に各孔毎の海水生種，海~

汽水生種，汽水生種，汽~淡水生種および淡水生種の割合の変遷を対比したものを示すが， AZK-I0l

は湾入部の中心でかつもっとも海側に位置し，海の影響が優勢で砂州形成直前まで続いた.

AZK-4 ・ 5 は湾入部の縁で台地(陸)際に位置し，海~汽水生種が卓越する. S60K-1 は湾入部の

中軸に近いがもっとも内陸側に位置するため，海進ピーク時は海の影響が優勢であるが，やがて汽

水~淡水域化する.
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図 4 厚真川下流域における珪藻分析結果の対比

謹藻解析による
水繊の区別表示

淡水被

. 汽水域
{海水影響)

海水域

Fig.4 Correlation diagram of diatom analyses of drilling cores in the downstrea皿 areaof Azuma River. 
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3. 富里地域での 13皿長泥炭コアの採取とその意義

富里~幌内地域は厚真町市街よりさらに上流に位置し，厚真川沿いの沖積低地は一般に幅が

800m 前後である.厚真川|にハピウ)11が北カミら合流する富里中央では南から低位段丘が延び，沖積

低地はゴルジ状に 200m 以下にまで狭まっている.そのくびれ部の直ぐ上流には古くは「鹿落とし

の沼J とよばれた小沼が存在していた.現在それは埋め立てられているが，近傍の水田中の南北方

向の水路に沿って， ATP'I , ATP'2, ATP'3 孔についてトーマス型ビートサンプラーでコア採取を
行った. ATP'1 孔は低位段丘の際に存在し，深度 2.61m まで泥炭を掘り進めたが，以下は掘り下

げ不可能となった. ATP-2 孔は深度 9.9m まで泥炭主体部分を掘り進めたが，ロッドの準備が足り

ず堀止めとなった.ATP-3孔はATP-2孔の近傍で改めてコア採取に取り組んだもので，深度 13.55m

で掘り下げ不能となった. ATP-2 孔はコアを現地観察し，花粉分析試料として 3cm 刻みで試料の

取り分けに処しており，コアの詳しい観察はできなかったが， ATP-3 孔については 30cm長のコア

状態で保管し詳細観察を進めた.これらの結果と撮影写真に基づき，地質把握を行った.その結果，

深度 5.53m まで:繊維質泥炭主体(ルーズ)， 6.60m~7.22m: 灰色泥(シルト~粘土，この付近

より圧密進行し次第に締まる)， 7.22m~11.96m: 繊維質泥炭・泥互層， 11.96m 以下:火山灰質泥

(砂質シルト~粘土)であり，深度1.2m 付近， 5.5m 付近に τ'a-b ， τ'a-c 火山灰がはさまれること

が確認できた.当初，泥炭主体とみなしていたが，実際にはかなり変化していることが分かった.

ほぽ 10cm 毎の試料について花粉分析を実施したが，その詳細については本業績集の厚真川|流域

の沖積層研究その 2 (星野ほか， 2015) で示されるが， 12 花粉帯が区別でき，深度 8.7m 付近，

5m~6.4m 付近でミズゴケが特に多くなり， 0.5m -2.4m 付近で一時的に多くなることが明らかに

なった.深度 5m 以下の 4層準について AMS14C 年代を実施し(本業績集の厚真川流域の沖積層研

究その 3 近藤ほか，2015) ， 13.55m 長のコアはほぼ 8，260 年前以降現在までに該当することが明

らかになった.なお，本コアは τ'a-d 火山灰には達していない.

本箇所にこのような泥炭主体の地層が 10m 以上に達し異常に厚く， 8，000年あまりの経過時間を

示すこと，さらに，いわゆる高層湿原を示すとされるミズゴケが断続的に出現することなどの原因

については，活断層の活動によるダムアップによる湿原状態の維持という仮説を考えている.実際

に，この地域については活断層帯として知られる石狩低地東縁断層帯に類似した，厚真複背斜(雁

行槽曲群)が存在する.富里にはその 1 背斜(セグメント)を成すハピウドームが存在し(松野ほ

か， 1960) , Ta-d火山灰などに局地的な変位などを示す露頭も存在する.ただし，この仮説の証明

図 5 富里~幌内地域の手動ボーリング孔の位置図

Fig.5 Locality 皿apofthe area of'lbmisato to Poronai, which shows hand-operated drilling site. 



－  －72

は今後の課題である.
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